
第
三
回

九
月
十
六
日

(金
)
放
送

阿

蘇

の
植

物

講

師

内

野

明

徳

は
じ
め

に

火
砕
流
で
覆
わ
れ
た
荒
原
に
も
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
植
物
が
侵
入
し
て
遷
移
が
進
行

し
、
次
第
に
豊
か
な
植
物
社
会
が
形
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し

て
、
そ
の
植
物
社
会
に

依
存
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
動
物
が
生
息
し
て
く
る
よ

う
に
な
る
。
現
在
も
火
山
活
動
を
続
け
る

渤

阿
蘇
で
は
、
火
・
を
中
心
と
し
た
同
心
円
状
に
遷
移
の
進
行
を
見
る
・」と
が
で
き
る
。
ま
た
、

劒

人
為
の
影
響
に
よ
る
草
原
も
広
が
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
植
生
の
中

に
は
、

一
五
〇
〇
種
以

阿

上
も
の
植
物
が
生
育
し
て
い
る
。
景
観
の
大
部
分
を
占
め
る
草
原
に
は
、
大
陸
か
ら
朝
鮮
半

銅

島
を
経
由
し
て
南
下
し
て
き
た
大
陸
系
の
植
物
や
北
方
系
の
植
物
が
多
数
遺
存
し
て
い
る
。
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第

一
方
、
森
林
に
は
古
く
か
ら
の
日
本
固
有
の
植
物
も
生
育
し
て
い
る
。



一

植
物
群
落
の
遷
移
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火
砕
流
で
裸
地
に
な

っ
た
荒
原
に
は
、
噴
火
の
影
響
が
薄
ら

い
で
く

る
と
、
そ
の
う
ち
に

草
が
生
え
、
や
が
て
木
も
生
え
て
く
る
。
こ
の
よ
う
に
、
あ
る
場
所
に
生
育
す
る
植
物

の
群

せ
ん
い

落
の
状
態

(植
生
)
は
自
然
に
移
り
変
わ

っ
て
い
く
。
こ
の
移
り
変
わ
り
を
遷
移
ま
た
は
生

態
遷
移
と
よ
ぶ
。

乾
性
遷
移

遷
移
に
は
、
裸
地
か
ら
は
じ
ま
る
乾
性
遷
移
と
新
し
く
生
じ
た
湖
沼
か
ら
は
じ
ま
る
湿
性

遷
移
と
が
あ
る
。
遷
移
は
限
り
な
く
続
く
の
で
は
な
く
、
植
生
が
幾
度
か
変
化
し
た
後
は
ほ

と
ん
ど
変
化
し
な
い
安
定
し
た
極
相

(極
盛
相
)
と
な
り
、
こ
の
状
態
は
長
期
間
続
く
。

植
物
が
ま

っ
た
く
生
育
し
て
い
な
い
荒
地
や
裸
地
か
ら
の
乾
性
遷
移
は
、

一
般
に
次

の
よ

う
な
状
態
で
進
行
す
る
。

①
荒
地
や
裸
地
に
、
地
衣
植
物
や
乾
燥
に
強
い
コ
ケ
植
物
な
ど
が
侵
入
す
る
。

②
岩
石
な
ど
が
風
化
さ
れ

て
土
壌
が
で
き

て
く
る
と
、

一
年
生
の
草

本
植
物
が
生
育
し

て

く
る
。
さ
ら
に
、

ス
ス
キ
な
ど
の
多
年
生
植
物
が
侵
入
し
て
き
て
、
多
年
生
草
原
が
発

達
し
て
く
る
。

③
草
本
植
物
が
定
着
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
強
い
光
の
下
で
生
育
す

る
ア
カ
マ
ツ
や
ヤ

マ

ハ
ギ
な
ど
の
陽
樹
が
草
原
に
侵
入
し
は
じ
め
て
、
ま
ば
ら
な
低
木
林
が
で
き
て
く
る
。



④
低
木
林
が
密
生
し
て
く
る
と
、
陽
生
植
物
の
ス
ス
キ
や
ヤ

マ
ハ
ギ
な
ど
は
枯
死
す
る
。

⑤
低
木
林
が
次
第

に
発
達
し
て
、
ア
カ

マ
ツ
や

コ
ナ
ラ
な
ど
の
陽
樹

の
高
木
林

(陽
樹

林
)
が
成
立
し
て
く
る
。

⑥
陽
樹
林
が
発
達
し
て
く
る
と
、
林
床
の
光
量
が
少
な
く
な
る
の
で
、
陽
樹

の
幼
木
は
生

育
が
困
難
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
状
態

で
は
、
弱
光
の
下
で
も
生
育
で
き
る
シ
イ
や
カ

シ
な
ど
の
陰
樹
の
種
子
が
発
芽
し
、
陽
樹
よ
り
も
速
く
成
長
し

て
い
く
。

⑦
陰
樹
が
成
長
し
て
く
る
と
、
陽
樹
と
陰
樹

の
混
合
林
と
な
る
。

⑧
陽
樹
は
老
木
と
な
っ
て
枯
れ
、
陰
樹
が
高
木
層
を
形
成
す
る
よ
う
に
な
り
、
次
第
に
陰

樹
林
に
変
化
し
て
く
る
。

⑨
林
床
で
は
い
ろ
い
ろ
な
陰
樹
の
幼
木
が
育
ち
、
陰
樹
林
は
安
定

し
た
状
態
に
な
り
、
永

く
続
く
。
こ
の
よ
う
な
群
落
の
状
態
を
極
相

(ク
ラ
イ

マ
ッ
ク

ス
)
と
い
う
。

遷
移
の
多
様
性

前
述
の
遷
移
の
例
は
、
暖
温
帯
～
冷
温
帯
に
属
す
る
日
本
の
大
部

分
の
地
域
に
お
け
る

一

般
的
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
遷
移
の
進
行
の
過
程
や
極
相
に
よ
る
植
物
群
落
の
種
類
は
、

そ
の
地
方
の
気
候
や
土
地
条
件
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
に
よ

っ
て
異
な

っ
て
い
る
。
た
と

え
ば
、
本
州
中
部
の
低
山
地
帯
で
の
極
相
は
森
林
植
生
で
あ
る
が
、
標
高
二
五
〇
〇
～
三
〇

〇
〇
厨
の
山
岳
地
帯
で
は
、
お
花
畑
で
有
名
な
高
山
草
原
や
高
山
低
木
林
し
か
発
達
し
な
い
。
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ま
た
、
年
平
均
気
温
が
零
下

一
〇
度
前
後
の
シ
ベ
リ
ァ
や
カ
ナ
ダ
北
部
な
ど
で
は
ツ
ン
ド
ラ



(地
衣
植
物
や
コ
ケ
植
物
の
中
に
ス
ゲ
類
な
ど
が
混
生
)
し
か
成
立
し
な
い
。
さ
ら
に
、
年

平
均
気
温
が
同
じ
で
も
、
降
水
量
に
よ

っ
て
植
生
は
大
き
く
異
な
る
。
年
平
均
気
温
が
二
〇

58

～
三
〇
度
の
地
域

で
も
、
年
間
降
水
量
が
三
〇
〇
、ゾ
儲
以
下
の
地
帯

で
は
乾
荒
原
と
よ
ば
れ

る
砂
漠

(サ
ボ
テ
ン
類
の
よ
う
に
乾
燥
に
強
い
植
物
だ
け
が
生
育
)

が
発
達
し
、
五
〇
〇
～

一
〇
〇
〇
、、ゾ
綴
の
地
帯

で
は
サ
バ
ン
ナ

(イ
ネ
科
や
カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
科

の
草
本
植
物
が
主
体

で
木
本
植
物
も
混
在
)
が
成
立
し
て
い
る
。

一
〇
〇
〇
～

一
五
〇
Q

、ザ
層

の
地
帯
で
は
雨
緑

樹
林

(雨
期
に
葉
を

つ
け
、
乾
期
に
落
葉
す
る
チ
ー
ク
な
ど
の
高
木
が
生
育
)、

二
〇
〇
〇

、、ザ
材
以
上
の
地
帯
で
は
熱
帯

・
亜
熱
帯
多
雨
林

(巨
大
な
高
木
が
密
林
を

つ
く
り
、
着
生
植

物
が
多
い
)
が
発
達
し
て
い
る
。

二

阿
蘇

の
植
生

現
在
も
火
山
活
動
を
続
け
る
阿
蘇
で
は
、
火
口
を
中
心
と
し
た
同
心
円
状
に
遷
移

の
進
行

を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
人
為
の
影
響
に
よ
る
草
原
植
生
も
広
が

っ
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
植
生
は
火
口
を
中
心
と
し
て
、
火
山
荒
原

・
ミ
ヤ

マ
キ
リ

シ
マ
群
落

・
草
原

・
森

林
の
順
に
位
置
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
草
原
や
森
林
地
帯
に
は
人
工
林
や
農
耕
地
、
市
街
地

が
混
在
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
環
境
の
中
に
、

一
五
〇
〇
種
以
上

も
の
植
物
が
そ
れ
ぞ
れ

の
様
式
で
生
育
し
て
い
る
。



火
山
荒
原

中
央
火
口
丘
の
中
岳
の
火
口
周
辺
に
は
、
溶
岩
の
流
出

・
火
山
灰

の
堆
積

・
噴
気
な
ど
の

火
山
活
動
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
た
め
に
、
植
物
の
生
育
が
困
難
な
火
山
荒
原
が
形
成

さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
は
地
面
が
広
く
裸
出
し
、
強
い
乾
燥
や
日
射
に
さ
ら
さ
れ
る
過
酷
な
条

件
下
で
か
ろ
う
じ
て
成
立
し
て
い
る
植
生
で
あ
る
。
火
山
荒
原
は
、
現
在
活
動
し

て
い
る
第

一
火
口
孔
を
と
り
ま
い
て
、
東
は
高
岳
の
旧
火
口
の
半
ば
ま

で
、
西
は
山
上
神
社
付
近
、
北

な
ら
お
だ
け

せ
ん
す
い
き
ょ
う

す
な
せ
ん
り

は
楢
尾
岳
お
よ
び

仙
酔
峡

の
上
部
ま
で
、
南
は
砂
千
里

ヶ
浜
の
南
に
ま
で
広
が

っ
て
い
る
。

噴
気
の
影
響
を
最
も
強
く
受
け
る
火
口
内
か
ら
火
口
縁
上
に
か
け

て
は
、
植
物
は
ま

っ
た

く
生
育
し
て
お
ら
ず
広
い
裸
地
に
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
火
口
縁
か
ら
数
十
材
の
所
か
ら

は
小
さ
な
イ
タ
ド
リ
が
点
在
し
て
い
る
。
こ
れ
が
火
口
に
最
も
接
近
し
て
生
育
し
て
い
る
種

子
植
物
で
あ
る
。
火
口
縁
か
ら
離
れ
る
に
つ
れ
て
イ
タ
ド
リ
の
個
体
数

が
増
え
、

コ
イ
ワ
カ

ン
ス
ゲ

・
キ
リ
シ
マ
ノ
ガ
リ
ヤ
ス

・
カ
リ
ヤ
ス
モ
ド
キ
が
出
現
し
て
く
る
。
火
口
に
接
し
た

場
所
に
生
育
し
て
い
る
種
子
植
物
は
こ
の
四
種
で
あ
る
。

火
口
の
南
に
あ
る
砂
千
里
ヶ
浜
は
火
山
灰
が
降
り
積
も

っ
た
砂
漠

の
よ
う
な
所
で
、
堆
積

し
た
火
山
灰
が
風
で
移
動
す
る
た
め
に
植
物
の
生
育
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、
諸
処
に
イ

タ
ド
リ
の
小
丘
状
群
落
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
長
い
地
下
茎
を
も

つ
イ
タ
ド
リ
が

火
山
灰
に
埋
め
ら
れ
る
た
び
に
上
に
芽
を
伸
ば
し
て
茂
り
、
そ
こ
に
風

で
移
動
す
る
火
山
灰

が
堆
積
す
る
こ
と
を
繰
り
返
し
て
、
次
第
に
小
丘
状
に
発
達
し
た
特
異
な
群
落

で
あ
る
。
こ

59

の
よ
う
な
厳
し
い
環
境
に
生
育
し
て
い
る
イ
タ
ド
リ
は
草
丈

・
節
間

・
葉
と
も
に
極
め
て
わ



い
性

で
、
地
下
部
だ
け
が
長
く
い

っ
ぱ
い
に
発
達
し
て
い
る
。
こ
れ

に
対
し
て
、
肥
沃
な
林

内
の
イ
タ
ド
リ
は
直
立
し
て
二
層
を
越
す
ま
で
に
生
育
し
て
い
る
。
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砂
千
里
ヶ
浜
よ
り
も
さ
ら
に
火
口
縁
か
ら
遠
ざ
か

っ
た
礫
地
な
ど

に
は
、
コ
イ
ワ
カ
ン
ス

ゲ
が
独
特
の
半
球
状
の
群
落
を
作

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
風
に
飛
ば
さ
れ
た
火
山
灰
が

コ
イ

ワ
カ
ン
ス
ゲ
の
根
元
に
集
積
し
、
そ
の
火
山
灰
の
中
で
株
数
を
増
や
し
、
さ
ら
に
そ
の
上
に

火
山
灰
が
集
積
し
て
次
第
に
球
状
に
発
達
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
球
状

群
落
は
後
に
火
口
側
か
ら
衰
弱

・
枯
死
し
て
し
ま
う
。
そ
の
結
果
、
火
口
側
は
火
山
灰
が
流

出
し
て
反
対
側
だ
け
が
孤
状
に
な

っ
て
残
り
、
次
第
に
崩
壊
し

て
い
く
。
カ
リ
ヤ
ス
モ
ド
キ

と
ノ
ガ
リ
ヤ
ス
は
こ
の
よ
う
な
特
異
な
群
落
を
形
成
す
る
こ
と
は
な

い
。

火
口
縁
か
ら
さ
ら
に
遠
ざ
か
る
に
つ
れ
て
、
ス
ス
キ

・
ア
キ
ノ
キ
リ
ン
ソ
ウ
な
ど
が
出
現

し
、
次
第
に
植
物
の
種
類
数
お
よ
び
個
体
数
が
増
加
し
て
貧
弱
な
草
地

へ
と
変
化
し
、
ミ
ヤ

マ
キ
リ
シ
マ
群
落
へ
と
移
り
変
わ
る
。

ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
群
落

ミ
ヤ

マ
キ
リ
シ
マ
は
九
州
の
火
山
地
帯
に
特
産
す
る
ツ
ツ
ジ
で
あ

る
。
阿
蘇

で
は
中
央
火

口
丘
だ
け
で
な
く
、
外
輪
山
上
の
高
所
に
も
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
大
き
な
群
落
を
形
成
し

て
い
る
の
は
中
央
火
口
の
噴
気
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
火
山
荒
原
の
外
縁
部
で
、
仙
酔

峡
や
丸
山
、
山
上
の
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
付
近
の
群
生
地
が
有
名
で
あ

る
。
そ
の
よ
う
な
所
に

生
育
し
て
い
る
ミ
ヤ

マ
キ
リ
シ
マ
は
、
火
山
の
噴
気

・
強
い
風
当
り

・
寒
冷
な
ど
に
よ

っ
て



生
育
が
抑
え
ら
れ
、
刈
り
込
ま
れ
た
庭
園
樹
の
よ
う
に
整

っ
た
樹
形
を
し
て
い
る
。

前
述
の
群
生
地
で
は
、
ミ
ヤ

マ
キ
リ
シ
マ
が
特
に
優
占
す
る
低
木
林
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
、
五
～
六
月
の
開
花
期
に
は
群
落
全
体
が
花
に
埋
も
れ

て
著
し
い
美
観
を
呈
す

る
。
そ
の
群
落
に
は
、
ヤ
シ
ャ
ブ
シ

・
ノ
リ
ウ
ツ
ギ

・
ヤ

マ
ヤ
ナ
ギ
な
ど
の
低
木
が
混
在
し
、

地
表
に
は

マ
イ
ズ
ル
ソ
ウ

・
イ
ワ
カ
ガ
ミ

・
ア
キ
ノ
キ
リ
ン
ソ
ウ

・
ツ
ク
シ
ゼ
リ

・
カ
リ
ヤ

ス
モ
ド
キ

・
ノ
ガ
リ
ヤ
ス

・
ス
ス
キ

・
ト
ダ
シ
バ
な
ど
が
生
育
し
て
い
る
。
火
山
活
動
が
穏

や
か
で
温
暖
な
気
候
が
長
期
間
続
く
と
、
ヤ
シ
ャ
ブ

シ
や
ノ
リ
ウ
ツ
ギ
が
大
き
く
成
長
し
て

ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
を
抑
圧
し
て
く
る
。
し
か
し
、
濃
厚
な
火
山
性
ガ

ス
を
浴
び
る
と
、
こ
れ

"

ら
の
樹
木
は
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
る
。
そ
し
て
、
抵
抗
性
が
高
く

て
回
復
力
が
強
い
ミ
ヤ

レカ

マ
キ
リ
シ
マ
が
勢
力
を
盛
り
返
す
こ
と
に
な
る
。
群
落
内

で
は
こ
の
よ
う
な
現
象
が
繰
り
返

訓

さ
れ

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
ミ
ヤ

マ
キ
リ
シ
マ
は
他

の
樹
木
が
十
分
に
生
育

で
き
な
い
よ

う
な
劣
悪
な
環
境
下
で
、
そ
の
悪
条
件
を
巧
み
に
利
用
し
て
生
育
し

て
い
る
植
物
の

一
つ
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
。

ミ
ヤ

マ
キ
リ
シ
マ
群
落
は
ふ

つ
う
の
低
木
林
と
は
異
な
り
、
生
育
環
境
の
微
妙
な
バ
ラ
ン

働

ス
の
上
に
成
立
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
長
年
に
わ
た
っ
て
維
持
さ
れ
て
き
た
特
殊
な
自
然

劒

の
姿
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
以
上
に
豊
か
な
自
然
状
態
に
は
な
り
得
な
い
も
の
で
あ
る
。

阿

し
た
が

っ
て
、
ミ
ャ

マ
キ
リ
シ
マ
群
落
を
保
護
す
る
場
合

に
は
、
い
た
ず
ら
に
手
を
加
え
る

銅

だ
け
で
な
く
、
群
落
の
生
態
的
特
性
を
十
分
に
考
慮
す
る
必
要
が
あ

る
。
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草
原

・-噂
難

軽

 繊
鵜

  鑛

騰
難
麟
凝 
能

ノ

譜

材

県
久
住
方
面
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
・、
の
広
大
な
草
原
は
九
州
の
山
地

の
代
表
的
な
草
原
で
、

"

、N
一

北
海
道

・
東
北
地
方
の
も
の
と
並
ん
で
日
本
を
代
表
す
る
草
原
の

一
つ
に
な

っ
て
い
る
。

こ
の
草
原
に
は
六
〇
〇
種
以
上
の
植
物
が
知
ら
れ
て
い
る
。
地
形
や
標
高
な
ど
に
よ

っ
て

ウ

草
原
の
構
成
植
物
は
変
化
す
る
が
、
ス
ス
キ

・
ネ
ザ
サ

・
ト
ダ
シ
バ

・
ヤ

マ
ハ
ギ

.
カ
ワ
ラ

和

マ
ツ
バ

・
ワ
ラ
ビ

・
チ
ガ
ヤ

・
シ
バ
な
ど
が
主

で
あ
る

(表

一
)
。
ま
た
、
散
在
す
る
低
木

の

に
は
、
ヤ

マ
ヤ
ナ
ギ

・
ノ
ヤ
ナ
ギ

・
カ
シ
ワ

・
ナ
ラ
ガ
シ
ワ

・
コ
ナ

ラ

・
ア
キ
グ
ミ

・
ナ
ワ

シ
ロ
グ
ミ

・
ミ
ヤ

マ
キ
リ
シ
マ
・
ア
セ
ビ

・
ノ
リ
ウ
ツ
ギ

・
ツ
ク
シ
ヤ
ブ
ウ
ツ
ギ
な
ど
が
あ

る
。
さ
ら
に
、
中
国
大
陸

(満
州

・
朝
鮮
)
系
の
植
物

(大
陸
系
遺
存
植
物
)
も
多
く
生
育

ウ

し
て
お
り
、
阿
蘇
が
日
本
の
植
物
相
の
中
で
特
異
な
位
置
を
占
め
る
理
由
に
な

っ
て
い
る
。

ソユ

阿

蘇

の
草

原

は

低

木

林

の

ミ
ヤ

マ
キ

リ

シ

マ
群

落

の
外

側

に

位

置

し

て

い

る

。

そ
し

て

、

ジ

ふ
か
ば

そ
ぼ

さ
ん

ろ
う

う

ク

草
原
の
周
縁
部
に
は
深
葉

(菊
池
渓
谷
)

・
鞍

ヶ
岳

・
小
国
盆
地
、
祖
母
山
山
麓

・
狼

ヶ
宇

フ

と

き
た
む
き
や
ま

土

・
北
向
山
な
ど
の
森
林
が
成
立
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
低
木
林
と
森
林
の
間
に
草
原
が
広

が

っ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
こ
の
草
原
の
存
在
は
正
常
な
遷
移
の
進
行
か
ら
逸
脱
し

て
い

る
こ
と
に
な
る
。
阿
蘇
地
域
は
北
緯
三
三
度
で
、
主
と
し
て
草
原
が
成
立
し

て
い
る
標
高
は



表

一

草
原
に
生
育
し
て
い
る
主
な
草
本
植
物
と
大
陸
系
遺
存
植
物

(傍
線
)

単
子
葉
類

双
子
葉
類

ネ
ザ

サ

・
ト
ダ

シ
バ

・
オ
ガ

ル
カ

ヤ

・
メ
ガ

ル

カ

ヤ

・
チ

ガ

ヤ

・
ス

ス

キ

・
シ

バ

・
シ

バ

ス
ゲ

・
タ

マ
ボ

ウ

キ

・
ユ
ウ

ス
ゲ

・
オ

オ

バ

ギ

ボ

ウ

シ

・

ヒ

メ

ユ
リ

・
ミ

ド

リ

ヨ
ウ

ラ
ク

・
サ

ル

ト
リ

イ

バ

ラ

・
ナ

ガ

バ

シ

ュ
ロ

ソ

ウノ
ヤ

ナ
ギ

(木

本

)

・
イ

タ

ド

リ

・
カ

ワ
ラ

ナ
デ

シ

コ

・
オ

ラ

セ

ン
ノ

ウ

・
フ
ク

ジ

ュ
ソ
ウ

・
オ

キ

ナ
グ

サ

・
ウ

マ
ノ

ア

シ
ガ

タ

・
ノ

カ

ラ

マ
ツ

・
チ

ダ

ケ

サ

シ

・
ア
カ

シ

ョ
ウ

マ

・
キ

ジ

ム

シ

ロ

・
ミ

ツ
バ

ツ

チ

グ

リ

・

ワ
レ

モ

コ
ウ

・
コ

マ

ツ
ナ
ギ

・
ヤ

マ

ハ
ギ

・
メ

ド

ハ
ギ

・
ネ

コ

ハ
ギ

・
コ

ウ

ラ

イ

ト

モ

ソ
ウ

・
ス
ミ

レ

・
タ

チ

ツ
ボ

ス
ミ

レ

・
ニ
オ

イ

タ

チ

ツ
ボ

ス
ミ

レ

・
ア
カ
ネ

ス
ミ

レ

・
キ

ス
ミ

レ

・
ア
リ

ノ
ト

ウ

グ

サ

・
ツ
ク

シ

セ

リ

・
シ

シ

ウ

ド

・
ヒ

メ

ノ
ダ

ケ

・
シ

ラ

ネ

セ

ン
キ

ュ
ウ

・
リ

ン
ド

ウ

・
ハ

ル
リ

ン
ド

ウ

・
ケ

ル

リ

ソ
ウ

・
チ

ョ
ウ

セ

ン
カ

メ

バ

ソ

ウ

・
マ

マ

コ
ナ

・

ツ
ク

シ

シ
オ

マ

・
ヒ

ロ

ハ
ト

ラ

ノ

オ

・
ツ
ク

シ
ク

ガ

イ

ソ
ウ

・
カ

ワ

ラ

マ
ツ
バ

・
オ

ミ

ナ

エ
シ

・
マ
ツ

ム

シ

ソ
ウ

・
サ

イ

ヨ
ウ

シ

ャ
ジ

ン

・
ヤ

ツ

シ

ロ

ソ
ウ

・
ア

ソ
ノ

コ
ギ

リ

ソ
ウ

・
ホ

ソ

ハ
ノ
ヤ

マ

ハ

ハ
コ

・
ヒ

メ

ヨ

モ

ギ

・
オ

ト

コ

ヨ

モ
ギ

・
ヒ

ロ

ハ
ヤ

マ

ヨ

モ

・
シ

ラ

ヤ

マ
ギ

ク

・
シ
オ

ン

・
ノ

ア
ザ

ミ

・
ヤ

マ
ア
ザ

ミ

・
ツ
ク

シ

ア
ザ

ミ

・
ヒ
ゴ

タ

イ

・
サ

ワ

ヒ

ヨ

ド

リ

・
コ
ウ
ゾ

リ

ナ

・
ホ
ク

チ

ア

ザ

ミ

・
ヒ

ナ

ヒ
ゴ

タ

イ

・
タ

ム

ラ

ソ
ウ

・
オ

カ

オ

グ

ル

マ

・
タ

カ
ネ

コ
ウ

リ

ン
ギ

ク

・
ア

キ

ノ

キ

リ

ン

ソ

ウ
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六
〇
〇
～
八
〇
〇
材
、
年
平
均
気
温
は

一
〇
～

一
二
度
、
年
間
降
水
量
は
三
〇
〇
〇
、、ザ
綴
以

上
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
条
件
下
で
は
、
ほ
ぼ
全
域
が
森
林

で
覆
わ
れ
る
の
が
自
然
本
来
の

64

姿
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
外
輪
山
内
壁
に
断
片
的
に
残

っ
て
い
る
森
林
や
草
原
の
谷
地
形

に
成
立
し
て
い
る
小
さ
な
低
木
林
の
存
在
か
ら
も
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

火
山
活
動
に
よ

っ
て
大
量
に
噴
出
す
る
火
山
灰
は
風
に
運
ば
れ
て
広
範
囲
に
降
り
注
ぎ
、

農
作
物
や
各
地
の
植
生

・
植
物
相
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
繰

り
返
し
お
こ
れ
ば
、
安
定
し
た
森
林
の
成
立
は
困
難
に
な
る
。
し
か
し
、
火
山
活
動
が
平
穏

に
な
れ
ば
、
外
輪
山
内
壁
の
断
片
的
な
森
林
や
草
原
の
谷
地
形
の
低
木
林
の
存
在
が
示
す
よ

う
に
、
次
第
に
森
林
が
形
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
し
た
が

っ
て
、
火
山
活
動
や
気
候
条
件

な
ど
の
自
然
の
制
限
要
因
だ
け
に
よ

っ
て
草
原
が
成
立
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
自
然
条
件

に
加
え
て
、
採
草

・
火
入
れ

・
放
牧
な
ど
の
人
為
が
数
百
年
か
ら
千
年

以
上
に
も
わ
た

っ
て

繰
り
返
し
加
え
ら
れ
て
、
森
林

へ
の
移
行
が
妨
げ
ら
れ
て
草
原
化
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

つ

ま
り
、
自
然
の
カ
と
人
為
と
が
釣
り
合

っ
た
半
自
然
の
姿

(人
為
極
盛
相
)
と
し
て
の
草
原

状
態
が
維
持
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

火
山
活
動
が
平
穏
な
場
合
に
は
、
堆
積
し
た
火
山
灰
は
硫
化
物
が
次
第
に
溶
脱
し
て
肥
沃

な
火
山
灰
土
壌
と
な
る
コ
し
た
が

っ
て
、
火
山
灰
の
状
態
が
各
地
の
土
壌
条
件
を
変
化
さ
せ

て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
土
壌
条
件
が
、
採
草
地

(長
草
型
草
地
)

・
放
牧
地

(短
草
型

草
地
)
や
農
耕
地
と
い
っ
た
人
間
の
土
地
利
用
状
態
な
ど
に
反
映
し

て
、
各
地
域
の
植
物
相

の
変
化
を
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。



水
湿
地
外
輪
山
上
の
波
う

つ
高
原
の
谷
間
に
は
、
水
が
停
滞
し
た
小
規
模
な
水
湿
地
が
散
在
し
て

い
る
。
し
か
し
、
温
暖
な
九
州
の
標
高
八
〇
〇
摺
程
度
の
湿
原
で
は
、
分
解
さ
れ
な
い
植
物

の
遺
体
が
わ
ず
か
に
堆
積
す
る
程
度

で
、
尾
瀬
な
ど
の
よ
う
な
高
層
湿
原
は
形
成
さ
れ
な
い
。

水
湿
地
は
水
分
が
過
剰
な
特
殊
環
境
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
多
量
に
存
在
す
る
水
に
よ

っ

「

て
局
所
的
な
微
気
候
が
緩
和
さ
れ
、
生
育
す
る
植
物
が
乾
燥
に
さ
ら
さ
れ
な
い
な
ど
の
利
点

が
あ
る
。
そ
の
反
面
、
土
壌
中
の
水
の
た
あ
に
根
か
ら
の
呼
吸
が
妨
げ

ら
れ
、

一
般
の
植
物

の
生
育
に
は
不
利
な
点
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
水
湿
地
に
は
周
辺
の
草

原
と
は
異
な

っ
た
特

殊
な
植
物
が
生
育
し
、
独
特
の
湿
地
植
物
群
落
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
る
。
阿
蘇
外
輪
山
の

.
水
湿
地
を
構
成
す
る
植
物
は
水
湿
地
の
規
模
や
地
形
な
ど
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
概
ね
表
二

の
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
水
湿
地
植
物
の
う
ち
、
ツ
ク
シ
フ
ウ
ロ
と
ヒ
ゴ
シ
オ
ン
は
わ
が
国
で
は
阿
蘇
か

ら
久
住
地
域
だ
け
に
特
産
す
る
大
陸
系
の
植
物
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
九
州
で
は
稀
な
北
方
系

の
植
物
も
生
育
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
タ

ニ
ヘ
ゴ

・
エ
ゾ
ツ
リ
ス
ゲ

・
イ
ト
イ
ヌ
ノ
ヒ
ゲ

・

イ
ブ
キ
ト
ラ
ノ
オ

・
リ

ュ
ウ
キ
ン
カ

・
シ
ラ
ヒ
ゲ
ソ
ウ

・
ム
カ
ゴ

ニ
ン
ジ
ン

・
ク
サ
レ
ダ

マ

・
サ
ク
ラ
ソ
ウ

・
ホ
ザ
キ
ミ
ミ
カ
キ
グ
サ
な
ど
で
あ
る
。
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表
二

水
湿地

に
生
育
し
て
い
る
主
な
植物

(傍

線
は
大陸

系
遺
存
植
物)シダ植物タニヘゴ・ヒメシダ・コウヤワラビ単子葉類コガマ・フトヒルムシロ・ヘラオモダカ・ヒロバノド

ジ
ョ
ウ
ツー

ナ

ギ
・

チ
ゴ

ザ

サ
・

ツ

ル

ヨ

シ
・

マ

ツ
バ

ス

ゲ
・

タ
ニ

ガ

ワ
ス

ゲ
・

ヤ

マアゼスゲ・ゴウソ・ヒメゴウソ・エゾツリスゲ・オタルスゲ・ウシクグ・カワラスガナ・シカクイ・イトイヌノハナヒゲ・コーイヌノハナヒゲ・ホタルイ・アブラガヤ・コシンジュガヤ・イトイヌノヒゲ・ニッポンイヌノヒゲ・シロイヌノヒゲ・イ・アオコウガイゼキショウ・ハリコウガイゼキショウ・ツクシイヌイ・コバノギボウシ・ノハナショウブ・カキラン・ミズチドリ・ミズトンボ・トキソウなど双子葉類ネコヤナギ・イブキトラノオ・ヤノネグサ・ウナギツカミ・ミゾソバ・オグラセンノウ・リュウキンカ・モウセンゴケ・シラヒゲソウ・ナガボノシロワレモコウ・ツクシフウロ・ミズオトギリ・エゾミソハギ・アカバナ・シムラニンジン・ムカゴニンジン・クサレダマ・サクラソウ・アケボノソウ・ヒメシロネ・コシロネ・ムラサキミミカキグサ・ホザキミミカキグサ・サワギキョウ・ヒゴシオン・マアザミ・チョウセンスイラン・オタカラコウ・サワオグルマなど



森
林阿
蘇
地
域
は
火
山
荒
原
や
水
湿
地
な
ど
の
特
殊
な
環
境
を
除
い
て
、
全
域
が
森
林

に
覆
わ

れ
る
の
が
本
来

の
自
然

の
姿

で
あ
る
。
し
か
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
古
く
か
ら
人
為
極
盛

相
と
し

て
の
草
原
状
態
が
維
持
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
カ
ル
デ
ラ
内
の
火
口
原
な
ど
は
耕
地

化
さ
れ
、
ス
ギ

・
ヒ
ノ
キ
の
人
工
林
地
に
な

っ
て
い
る
面
積
も
広
い
。

そ
の
結
果
、
自
然
の

た
て

の

ま
ま
の
森
林
が
残
さ
れ
て
い
る
の
は
、
立
野
火
口
瀬
の
北
向
山
、
南
外
輪
内
壁
の
狼

ヶ
宇
土

き
よ
み
ず

や

ご

や
ま

・
清
水
、
西
外
輪
山
斜
面
に
あ
る
鞍
ヶ
岳

・
矢
護
山
の
西
向
き
急
斜
面
お
よ
び
深
葉

の
菊
池

せ
い
え
い
ざ
ん

わ

い
た

渓
谷
、
中
央
火
口
丘
東
端
の
根
子
岳
、
東
外
輪
山
の
清
栄
山
、
小
国
盆
地
の
東
に
あ
る
涌
蓋

山
の
上
部
、
山
東
原
野
の
東
南
部
に
続
く
祖
母
山
麓
な
ど
に
限
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
森
林
の
う
ち
、
北
向
山
、
深
葉
、
狼

ヶ
宇
土

・
清
水
、
お
よ
び
根
子
岳

の
四
地

域
は
特
に
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
森
林
は
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
程
度
ま
と
ま

っ
た
面
積
を
占
あ

て
お
り
、
い
ず
れ
も
人
為
の
影
響
を
あ
ま
り
受
け
ず
に
残
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら

の
地
域
の
標
高
は
多
少
重
複
し
な
が
ら
連
続
し
て
お
り
、
渓
谷
や
尾
根
、
山
頂
な
ど

の
多
様

な
地
形
を
含
ん
で
い
る
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
森
林
は
阿
蘇
全
域
の
森
林
、

つ
ま
り
草
原

化
す
る
以
前
の
自
然
の
姿
を
復
元
し
て
考
え
る
上
で
、
不
可
欠

・
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

た
わ
ら
や
ま

北
向
山
は
、
南
外
輪
の
俵
山

か
ら
北
に
延
び
た
尾
根
が
カ
ル
デ
ラ
内
か
ら
流
出
す
る
白

川
に
よ
っ
て
深
く
侵
食
さ
れ
て
で
き
た
立
野
火
口
瀬
の
北
向
き
斜
面
を
中
心
に
発
達
し
た
森

林
で
あ
る
。
森
林
は
標
高
約
二
〇
〇
綴
の
白
川
の
水
面
か
ら
五
〇
儲
ほ
ど
の
切
り
立

っ
た
断

崖
上
か
ら
尾
根
先
端
部
の
七
九
七
綴
ま
で
の
急
斜
面
に
成
立
し
て
い
る
。
森
林
下
部
は
阿
蘇



で
最
も
標
高
が
低
い
位
置
に
あ
る
自
然
林
で
あ
る
。
こ
こ
は
、
シ
イ

・
ウ
ラ
ジ

ロ
ガ
シ

・
ア

カ
ガ
シ

・
タ
ブ
ノ
キ

・
ヤ
ブ

ニ
ッ
ケ
イ

・
シ
ロ
ダ
モ

・
イ
ス
ノ
キ

・
カ
ゴ
ノ
キ

・
ヤ
ブ
ツ
バ
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キ

・
シ
キ
ミ

・
サ
カ
キ

・
サ
ン
ゴ
ジ

ュ
・
ア
オ
キ

・
コ
ガ
ク
ウ
ツ
ギ

・
イ
ヌ
ビ
ワ
な
ど
を
主

と
す
る
照
葉
樹
林
で
あ
る
。
そ
し
て
、
バ
リ
バ
リ
ノ
キ

・
キ
リ
シ
マ
エ
ビ
ネ
の
よ
う
に
熊
本

県
内
で
こ
の
地
が
最
北

・
最
内
陸
の
分
布
地
で
あ
る
暖
地
性
植
物
を
は
じ
め
、

ハ
コ
ネ
シ
ダ

・
メ
ヤ
ブ
ソ
テ
ツ

・
マ
ヤ
ラ
ン

・
ミ
ヤ

マ
コ
ナ
ス
ビ

・
キ
ヨ
ス
ミ
ウ

ツ
ボ

・
イ
ナ
モ
リ
ソ
ウ

な
ど
の
貴
重
な
植
物
を
産
す
る
。
こ
の
よ
う
な
照
葉
樹
林
は
か

つ
て
は
低
山
丘
陵
地
の
全
域

を
覆

っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
で
は
自
然
の
ま
ま
に
残
さ
れ
て
い
る
も
の
は

非
常
に
稀
に
な

っ
て
い
る
。
森
林
上
部
で
は
、
常
緑
樹
が
減
少
し
て
ケ
ヤ
キ

・
カ

エ
デ
類

・

シ
デ
類

・
エ
ゴ
ノ
キ

・
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
な
ど
の
落
葉
高
木
が
多
く
な
る
。

こ
の
よ
う
な
常
緑
落

葉
混
交
林
の
林
床
内
は
明
る
く
、
林
床
の
草
本
も
曲豆
富
に
な
る
。
そ
し

て
、
ス
ギ
ラ
ン

・
ヤ

マ
イ
タ
チ
シ
ダ

・
セ
ン
ダ
イ
ソ
ウ

・
ヤ
ハ
ズ
ア
ジ
サ
イ

・
ヤ
ブ

ハ
ギ

・
ウ
メ
ガ
サ
ソ
ウ
な
ど

を
は
じ
め
、
深
葉
や
狼

ヶ
宇
土
な
ど
と
共
通
す
る
種
が
増
え
て
く
る
。

深
葉
の
森
林
は
西
北
外
輪
山
の
斜
面
に
あ
る
菊
池
川
上
流
の
渓
谷

(菊
池
渓
谷
)
の
両
側

斜
面
に
約
七
綾
の
長
さ
に
渡

っ
て
存
在
し
、
標
高
は
約
四
〇
〇
～
八

〇
〇
麿
の
範
囲
で
あ
る
。

こ
の
森
林
は
暖
帯
林
か
ら
温
帯
林
に
移
行
す
る
位
置
に
あ
る
こ
と
や
豊

か
な
水
に
恵
ま
れ

て

い
る
た
め
に
、
植
物
相
は
質
量
と
も
に
豊
富
で
あ
る
。
渓
谷
の
下
半
分
に
は
、
ウ
ラ
ジ
ロ
ガ

シ

・
シ
ラ
カ
シ

・
ツ
ク
バ
ネ
ガ
シ

・
カ
ヤ

・
イ
ヌ
ガ
ヤ

・
モ
ミ

・
ホ

ソ
バ
タ
ブ
な
ど
の
常
緑

樹
に
、
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ

・
オ
オ
モ
ミ
ジ

・
ク

マ
ノ
ミ
ズ
キ

・
ミ
ズ
キ

・
ケ
ヤ
キ

.
エ
ド
ヒ
ガ



ン

.
ユ
ク
ノ
キ

・
カ
ツ
ラ
な
ど
の
落
葉
樹
の
大
木
が
混
在
し
て
い
る
,
曲豆
富
な
降
水
と
陰
湿

な
環
境
に
恵
ま
れ
た
渓
流
沿
い
の
樹
幹
は
、

コ
ケ
植
物
を
は
じ
め
と
し
て
多
く
の
着
生
植
物

に
覆
わ
れ
て
い
る
。
林
床
の
草
本
植
物
も
豊
富
で
あ
る
。
渓
谷
の
中
部
に
は
モ
ミ
が
優
占
す

る
場
所
も
あ
る
が
、
サ
ワ
グ
ル
ミ

・
エ
ゾ
エ
ノ
キ

・
ア
サ
ガ
ラ

・
オ

ヒ
ョ
ウ

・
ク

マ
シ
デ

・

ノ

・

イ
ヌ
シ
デ

・
ア
カ
シ
デ

・
ヨ
グ
ソ
ミ
ネ
バ
リ

・
ホ
オ
ノ
キ

・
ア
ワ
ブ

キ

・
コ
ハ
ウ
チ
ワ
カ
エ

デ

・
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ

・
チ
ド
リ
ノ
キ

・
イ
イ
ギ
リ
な
ど
の
落
葉
広
葉
樹
が
多
く
な
る
。
林
床

の
草
本
植
物
は
豊
富
で
あ
る
。
森
林
地
帯
の
上
部
は
ブ
ナ
が
点
在
す

る
ミ
ズ
ナ
ラ
林
と
な
り

は
た

べ

人
為
的
に
草
原
化
さ
れ
た
端
辺
原
野
に
続
い
て
い
る
。

南
外
輪
山
の
内
壁
斜
面
の
東
部
と
西
部
は
稜
線
ま
で
草
原
化
さ
れ

て
い
る
場
所
も
あ
る
が

中
央
部
の
狼

ヶ
宇
土

・
清
水
付
近
で
は
急
峻
な
地
形
に
守
ら
れ
て
自
然
林
が
残
さ
れ
て
い
る

内
壁
裾
野
は
標
高
五
〇
〇
齎
か
ら
六
〇
〇
材
ま
で
は
草
原
が
多
い
が
、
そ
れ
よ
り
上
の
急
峻

な
斜
面
に
は
自
然
林
が
残
さ
れ
て
い
て
ほ
ぼ

一
〇
〇
〇
材
を
越
え
る
稜
線
ま

で
続

い
て
い
る

森
林
下
部
は
サ
ワ
グ
ル
ミ
林
で
、
北
向
山
の
上
部
や
深
葉
と
共
通
す

る
植
物
も
あ
る
が
、
オ

シ
ャ
グ
ジ
デ
ン
ダ

・
ツ
ル
デ
ン
ダ

・
オ
サ
シ
ダ

・
ツ
ク
シ

マ
ム
シ
グ
サ

・
ケ
イ
ビ
ラ
ン

・
ミ

ド
リ
ヨ
ウ
ラ
ク

・
シ
ロ
バ
ナ
エ
ン
レ
イ
ソ
ウ

・
ワ
タ
ナ
ベ
ソ
ウ

・
ウ
チ

ワ
ダ
イ
モ
ン
ジ
ソ
ウ

・
セ
ン
ダ
イ
ソ
ウ

・
ヒ
ナ
ス
ミ
レ

・
ア
ソ
ヒ
カ
ゲ
ス
ミ
レ

・
フ
ッ
キ

ソ
ウ

・
ゲ

ン
カ
イ
ツ
ツ

ジ

・
テ
バ
コ
モ
ミ
ジ
ガ
サ
な
ど
の
植
物
は
北
向
山
と
深
葉

で
は
見
ら
れ
な
い
。
稜
線
付
近
の

大
部
分
は
ス
ズ
タ
ケ
を
と
も
な
う
ミ
ズ
ナ
ラ
林

で
、
ブ
ナ

・
ア
カ
シ
デ

・
ダ

ン
コ
ウ
バ
イ

・

コ
ハ
ウ
チ
ワ
カ
エ
デ

・
ヤ

マ
ボ
ウ
シ

・
リ

ョ
ウ
ブ

・
ベ
ニ
ド
ウ
ダ
ン

・
タ
ン
ナ
サ
ワ
フ
タ
ギ



・
オ
オ
カ
メ
ノ
キ

・
オ
ト
コ
ヨ
ウ
ゾ
メ
な
ど
の
落
葉
樹
が
あ
る
。

根
子
岳

(
一
四
三
三
綴
)
は
中
央
火
口
丘
の
東
端
に
位
置
し
、
天
狗
岩
を
は
じ
め
と
す
る
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岩
峰
が
鋸
の
歯
の
よ
う
に
そ
そ
り
立

つ
独
特
の
山
容
で
知
ら
れ
て
い
る
。
火
山
活
動
と
人
為

の
影
響
を
受
け
て
い
る
中
央
火
口
丘
で
、
自
然
林
が
残
さ
れ
て
い
る

の
は
根
子
岳
だ
け
で
あ

る
。
し
か
も
、
北
向
山
や
深
葉
な
ど
が
尾
根
や
山
頂
が
な
い
森
林
地
帯
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

こ
こ
は
山
頂
や
鋭
い
尾
根
を
も

つ
貴
重
な
存
在
で
あ
る
。
山
麓
は
標
高
八
〇
〇
～

一
〇
〇
〇

層
ま
で
が
草
原
に
な

っ
て
い
る
。
そ
れ
以
上
の
標
高

で
は
、
四
方
に
発
達
し
た
急
勾
配
の
谷

ふ

う
し
ょ
う

を
中
心
に
植
生
高
四
層
ほ
ど
の

風
衝

低
木
林
が
成
立
し
て
い
る
。

こ
れ
は
阿
蘇
地
域
の
最

上
部
に
位
置
す
る
自
然
植
生
の

一
つ
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
地
形
が
急
峻
で
岩
場
が
多
く
、

強
い
風
衝
作
用
の
た
め
に
樹
木

の
生
育
は
良
く
な

い
。
主
な
樹
木
は
、
ヤ

マ
ヤ
ナ
ギ

・
ヤ

シ
ャ
ブ
シ

・
ノ
リ
ウ
ツ
ギ

・
キ

ハ
ギ

・
ア
セ
ビ

・
タ
カ
ノ
ツ
メ

・
ミ
ヤ

マ
キ
リ
シ
マ

・
ニ
シ

キ
ウ
ツ
ギ

・
オ
オ
ヤ

マ
レ
ン
ゲ
な
ど
で
あ
る
。
阿
蘇
に
お
い
て
、
根

子
岳
の
み
で
確
認
さ
れ

て
い
る
も
の
に
は
、
タ

マ
ガ
ワ
ホ
ト
ト
ギ
ス

・
イ
ヨ
フ
ウ
ロ

・
ウ
バ
タ
ケ

ニ
ン
ジ
ン

・
サ
イ

コ
ク
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ

・
バ
イ
カ
ツ
ツ
ジ

・
ホ
ツ
ツ
ジ

・
ウ
ス
ノ
キ
な
ど
が
あ
り
、
オ
オ
ヤ

マ

レ
ン
ゲ
の
群
生
も
他
で
は
み
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

三

大
陸
系
遺
存
植

物
と
北
方

系
遺

存
植
物

前
述
し
た
よ
う
に
、
阿
蘇
の
草
原
や
水
湿
地
に
は
中
国
大
陸

(満

州

・
朝
鮮
)
系
の
植
物



(大
陸
系
遺
存
植
物
)
が
多
産
す
る
。
こ
の
こ
と
が
阿
蘇
の
植
物
相

の
大
き
な
特
徴
で
あ
り
、

阿
蘇
が
日
本
の
植
物
相
の
中
で
特
異
な
位
置
を
占
め
る
理
由
に
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
植

物
は
、
朝
鮮
半
島
と
九
州
と
が
陸
続
き
で
、
現
在
よ
り
も
気
候
が
冷
涼

で
あ

っ
た
約
十
五
万

年
前
に
、
満
州

(中
国
東
北
部
)
や
朝
鮮
の
草
原
か
ら
よ
り
暖
か
い
南

の
地
域
に
分
布
を
移

し
て
き
た
。
そ
し
て
、
環
境
の
温
暖
化
に
と
も
な

っ
て
大
部
分
の
植
物

が
再
び
北
上
し
た
後

も
、
生
育
に
適
し
た
比
較
的
冷
涼
な
高
原
性
の
気
候
と
草
原
状
態
の
中

で
、
現
在
ま
で
生
き

残

っ
て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
阿
蘇
の
草
原
や
水
湿
地
に
は
ス
ズ
ラ
ン
や
リ

ュ
ウ
キ
ン
カ
な
ど
の
よ
う
に
九
州

で

は
稀
な
北
方
系
の
植
物
も
多
い
。
こ
れ
ら
の
植
物
も
大
陸
系
遺
存
植

物
と
同
様
に
、
冷
涼
な

気
候
の
時
に
南
下
し
、
環
境
が
温
暖
化
し
た
後
も
冷
涼
な
阿
蘇

の
草
原
に
生
き
残

っ
て
い
る

も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
動
植
物
の
分
布
は
固
定
し
た
も
の
で
は
な
く
、
気
候
な
ど
の

要
因
に
よ

っ
て
移
動
す
る
も
の
で
あ
る
。

四

日
本
固
有

の
植
物

こ
か
の
し
ょ
う

な
い
だ
い
じ
ん

せ
き
り
ょ
う

阿
蘇
の
森
林
に
は
、
五
家
荘
や
内
大
臣
な
ど
の
九
州

脊
梁

山
地

(九
州
中
央
山
地
)
と

共
通
す
る
植
物
が
多
い
。
そ
れ
ら
の
中
に
は
、
ナ
ツ
ツ
バ
キ

・
ア
サ
ガ
ラ

・
ヤ

ハ
ズ
ア
ジ
サ

そ

は
や

き

イ

・
テ
バ

コ

モ
ミ

ジ

ガ

サ

・
シ

コ
ク

ス
ミ

レ

・
ハ
ガ

ク

レ

ツ
リ

フ
ネ

な

ど

の

よ

う

に
襲

速

紀
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く
ま

そ

は
や
す
い
の
せ
と

要
素
乏
呼
ば
れ
る

一
群
の
植
物
が
存
在
し
て
い
る
。
襲
速
紀
と
は
熊
襲

.
速
吸
瀬
戸

(豊
後



水
道
)

・
紀
伊
の
略
で
、
そ
れ
ぞ
れ
九
州

・
四
国

・
紀
伊
半
島
を
指
し

て
い
る
。
そ
し
て
、

襲
速
紀
要
素
と
は
こ
れ
ら
の
地
域
内
ま
た
は
こ
れ
ら
の
地
域
を
中
心
と
し
て
分
布
す
る
植
物
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群
の
こ
と
で
あ
る
。
九
州
脊
梁
山
地
は
四
国

・
紀
伊
半
島
と
と
も
に
日
本
列
島
で
最
も
古
い

陸
地
の

一
つ
と
さ
れ
、
第
三
紀
以
降
ず

っ
と
海
上
に
出
て
い
た
地
域

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

襲
速
紀
要
素
の
植
物
は
こ
れ
ら
の
地
域
に
長
い
期
間
に
わ
た

っ
て
生
育

し
分
化
し
た
日
本
固

有
種
を
多
く
含
ん
で
い
る
。
脊
梁
山
地
に
発
達
し
て
い
た
日
本
古
来
の
森
林

に
生
育
し
て
い

た
植
物
の
中
に
は
、
前
述

の
種
の
よ
う
に
火
山
活
動
が
平
穏
に
な

っ
た
後
の
阿
蘇

の
森
林
や

深
葉
の
森
林
な
ど
に
ま

で
分
布
を
広
げ
て
き
た
も
の
も
多
い
。

お

わ
り

に

阿
蘇
は
植
物
の
宝
庫
と
し
て
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
お
り
、

一
五
〇
〇
種
以
上
の
植
物
が
記

録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
植
物
は
、
火
山
荒
原

・
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
群
落

・
草
原

・
森
林

と
い
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
植
生

の
中

で
そ
れ
ぞ
れ
の
様
式
で
生
育
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
火

山
荒
原
の
イ
タ
ド
リ
の
丘
状
群
落

・
コ
イ
ワ
カ
ン
ス
ゲ
の
半
球
状
群
落
、
生
育
環
境

の
微
妙

な
バ
ラ
ン
ス
の
上
に
成
立
し
て
い
る
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
群
落
、
人
為
極
盛
相
で
あ
る
草
原
や

水
湿
地
の
大
陸
系

・
北
方
系
遺
存
植
物
、
森
林
に
生
育
し
て
い
る
襲
速
紀
要
素
の
日
本
固
有

植
物
な
ど
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
植
物
は
、
地
球
の
長
い
歴
史
や
火
山
活
動
、
人
為

の
影
響
を
反
映
し
て
い
る
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。



し
か
し
、
近
年
は
こ
れ
ら
の
植
物
の
生
育
環
境
の
破
壊
と
個
体
数
の
減
少
が
著
し
く
な

,、

て
い
る
。
そ
の
原
因
は
、
大
型
リ
ゾ
ー
ト
地

.
ゴ
ル
フ
場

・
別
荘
や
宅

地
な
ど
の
造
成
、
草

地

の
開
発

・
耕
地
化
、
湿
田
地
の
整
備
、
各
種
の
土
木
工
事
、
拡
大
造
林
、
盗
掘
な
ど
、
枚

挙
に
暇
が
な
い
。
さ
ら
に
、
農
畜
産
業
の
構
造
変
化
に
と
も
な

っ
て
、
草
原
の
火
入
れ

・
採

草

・
放
牧
な
ど
の
作
業
を
続
け
る
こ
と
も
次
第
に
困
難
に
な

っ
て
き

つ
つ
あ
る
。

阿
蘇
に
お
け
る
貴
重
な
動
植
物
を
保
護
し

て
い
く
た
め
に
は
、
生
態
系
の
仕
組
み
を
考
慮

し
な
が
ら
、
産
業
構
造
の
見
直
し
、
目
先
の
利
益

・
利
便
性
追
求

の
姿
勢
を
改
め
る
必
要
が

あ
る
。
そ
し
て
、
自
然
愛
護

・
環
境
保
護
に
か
か
わ
る
諸
活
動
は
、
個

々
人
の
み
な
ら
ず
行

政

・
事
業
者
な
ど
が

一
体
と
な

っ
て
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
あ

る
。
私
た
ち
は
、
祖

先
か
ら
引
き
継
い
だ
豊
か
な
自
然
を
壊
す
こ
と
な
く
、
次
代
の
人

々
に
引
き
継
ぐ
責
務
を

負

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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